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発刊の辞

　公益財団法人千葉県教育振興財団は、昭和49年11月に財団法人千葉県文

化財センターとして、文化財保護思想の涵養と普及、地域文化の向上に資

することを目的として発足以来、ここに50周年を迎えることとなりました。

　50年の間に1,900あまりの遺跡の発掘調査を行ってきました。発掘調査

に伴う調査報告書は800冊を超え、研究紀要は10周年・20周年・30周年の

記念論集を含めて28冊を刊行、研究連絡誌は93号を刊行し、その成果は高

く評価されております。

　当財団に関わる調査の成果は膨大な量に達し、その活用を広く図るた 

め、ここに過去50年にわたる調査の成果を集積し、当財団の活動の一助 

とするために『研究紀要29』を「設立50周年記念論集」として、刊行の 

運びとなりました。

　本書に掲載された各論文は、当財団の技術職員及び転退職された方々か

ら広く研究論文を募集したものです。投稿された方々が、日々の業務の合

間や勤務外の時間を利用して、日頃の自己研鑽された成果をとりまとめた

ものです。本書が、考古学研究の資料、埋蔵文化財調査技術向上のための 

資料として広く活用されることを願ってやみません。

　　令和８年２月

� 公益財団法人千葉県教育振興財団

� 理　事　長　　植　野　  英　夫
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編集後記
　ここに当財団設立50周年にあたり、文化財センター技術職員（過去に在籍した者を含む）による調査研

究成果をとりまとめ、『研究紀要』29号として刊行の運びとなりました。

　当財団の記念論集としては、10周年記念（『研究紀要』10号、昭和61年３月刊行）、20周年記念（『研究

紀要』16号、平成７年１月刊行）、30周年記念（『研究紀要』24号、平成17年３月刊行）に次いでの刊行と

なります。

　刊行までの経過は、以下の通りですが、実施要項の策定から原稿募集、さらに刊行まで３年８か月を要

しました。そのため、執筆者の皆様には多大なる御負担・御迷惑をかけることとなりました。執筆者の皆

様が御多忙な中、原稿を提出されたことは大変な御苦労があったことは想像に難くありません。

　執筆された各位に敬意を表するとともに、当財団の50年にわたる調査研究成果の一つとして、この『研

究紀要』29号が広く活用されることを願ってやみません。

　なお、『研究紀要』29号の編集業務は、調査第二課長當眞嗣史が担当しました。

� 設立50周年記念事業実行委員会

50周年記念論集経緯

　令和４年６月15日　記念論集実施要項策定

　　　　　７月６日　原稿提出希望者募集

　　　　　　　　　　（当財団の技術職員として在職したもの及び在職歴のあるものを募集対象）

　　　　　８月26日　募集締切（申込総数45名）

　　　　　９月８日　第４回設立50周年記念事業準備委員会にて申込者全員を選考、決定

　　　　　10月12日　原稿執筆依頼

　令和６年10月31日　原稿提出期限

　令和７年３月31日　原稿提出最終期限

　　　　　７月31日　印刷業者決定

　　　　　８月１日　入稿（最終執筆者30名）

　　　　　　　　　　※校正３回のうち執筆者校正再校まで

　令和８年２月20日　刊行

発　行　者　　公益財団法人　千葉県教育振興財団　文化財センター

印　刷　所　　株  式  会  社　正　　　文　　　社
　　　　　　　　　　　　　　千葉市中央区都町１−10−６

研究紀要29　−50周年記念論集−

令和８年２月20日　発行

〒284-0003　千葉県四街道市鹿渡809-2
電話　（043）422-8811
URL／www.echiba.org/bunkazai/




